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研究成果の概要（和文）：本研究課題においては話し言葉における意味構造、特に述語項構造の解析技術につい
て、後方参照などの話し言葉特有の現象を考慮した解析器の研究開発を行った。まず、話し言葉で明示的に解析
することが難しい係り受け情報を無くした場合、どの程度の影響があるのかについての調査を行った。構築した
システムでは点予測を用い、後方参照については特定のラベルを導入することで、入力文が途中であっても述語
項構造解析を行い、ユーザの話した内容だけでなく、これから話す内容が存在するかどうかを予測しつつ解析を
行うことができる。また、実際の対話コーパスにおいてこうした現象がどの程度発生するのかを検証するため、
対話コーパスを構築した。

研究成果の概要（英文）：We developed a method of semantic analysis, especially for predicate 
argument structure on spoken language. The proposed method considers backward reference, a 
characteristic of spoken language to robustly process spoken languages. We developed a predicate 
argument structure analyzer that does not use dependency information of words to verify the 
influence of lack of dependency information, which is difficult to extract from spoken sentences. We
 used pointwise method to build the system to analyze sentences, even if it is unfinished sentence, 
by introducing backward reference label. This architecture make it possible to predict not only 
structure of spoken contents by the user but also existences of unseen future content words. We also
 developed a dialogue corpus to confirm the phenomena of backward reference.

研究分野：音声対話

キーワード： 述語項構造　対話システム
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

ID   S-ID  w ord (translation) Tag from  classifiers
(arg_id:tag:prob.)

1   1       東京 (Tokyo)
2   1       上野 (U eno)
3   1       の (function w ord)
…
21 2       ユリカモメ (pewit gull)
22 2       。 (.)
23 3       釣り糸 (fishline)
24 3       を (function w ord)
25 3       引っ掛け (tangle) 1:ga_inter:0.648 ,         
… 21:ga_inter:0.866,

23:w o_intra:0.993

21:ga, 23:w o

Decides one candidate for one label

R esult: pew it gull (subject), fishiline (object), tangle

１． 研究開始当初の背景 
対話ロボットなどの研究において、実際に人
間が発話を行ってシステム・ロボットを操作
するために高精度な話し言葉音声の認識と
解析が必要とされている。特に述語を中心と
した意味を解析する述語項構造解析などの
意味解析は、対話・検索などの言語を用いた
アプリケーションにおける基盤的な技術で
あり、これら精度はそのままアプリケーショ
ンの精度に直結する。しかし、これまでこう
した解析技術は書き言葉を対象としたもの
が中心であり、対話システムなどのアプリケ
ーションで用いられるような話し言葉に対
しての研究は少ない。また、近年人間の言語
発生にあわせてリアルタイムに処理を行う
アプリケーションが提案されつつあり、こう
したアプリケーションに対応する意味解析
器が必要であった。 
 
２．研究の目的 
言語の意味理解は言語処理における究極の
目的であり、対話システム、翻訳システムな
ど多様なシステムがこうした言語処理によ
る意味解析をベースとしている。しかし、こ
れまで言語処理が扱ってきた書き言葉とこ
れらのアプリケーションが利用する話し言
葉では、構造・現象などにギャップがあり既
存のシステムをそのままアプリケーション
の入力とすることは困難であった。本研究で
は、今まで特に書き言葉に対して行われてき
た自然言語処理技術、特に述語と項の関係を
解析する述語項構造解析などの意味解析の
技術を、話し言葉に最適な解析モデルとして
再構築し、音声対話などの実アプリケーショ
ンにおいて話し言葉の意味を解析・利用でき
るシステムの構築を目指す。 
 
３．研究の方法 
本研究では、書き言葉と話し言葉、具体的に
は既存の新聞記事と対話コーパスを比較し、
どのような現象の違いがあるかを考察した
上で話し言葉のための解析モデルを構築す
る。本研究が取り扱う範囲としては、対話な
どの応用研究で必要とされる述語項構造と、
音声認識結果から得られる形態素区切りに
ついてである。単語同士の依存関係を解析す
る係り受け解析は、既存の研究では述語項構
造解析の前段階として考えられてきたが、こ
れが本当に必要かどうかについては議論の
余地がある。そこでまず、係り受け関係を明
示的に用いて述語項構造解析を行う場合と、
係り受け関係を用いずに点予測によって項
構造解析を行う場合の精度差について評価
した。実際の話し言葉で綺麗な構造を得るこ
とが難しい係り受け関係を利用せず、実際の
話し言葉に対してより直接的に述語項構造
を解析することを考える。 
また、実際に人間が行っている意味処理を考
慮した場合、どのように話し言葉を処理して
いるかについても考慮しモデルを構築する。

人間が対話している間に係り受け構造を考
えるかというとそうではなく、むしろ係り受
け構造は書き言葉を書く際の内省の中で構
成されるのではないかと考えられる。こうし
た仮説のもと、より人間に近い述語項構造解
析のモデルを構築することで、実際に人間が
意味の処理をどう行っているのかという疑
問に対する答えも考察する。 
 
係り受け構造の項構造解析に対する影響 
本調査では、係り受け構造が実際にどの程度
述語項構造解析の精度に対して影響を及ぼ
すかについて検証する。点予測に基づく述語
項構造解析器を構築し、ここに係り受け構造
から得られる素性を明示的に加味するかど
うかによってどの程度精度が変化するかど
うかの検証を行った。 
 
実際の対話中の発話に出現する述語項構造
の調査 
本調査では、実際に人同士の対話にどのよう
な述語項構造の現象が生じるかを調査する。
具体的には人同士の対話を収録・書き起こし
してコーパスを整備し分析する。この際、実
際に人間の意味理解がどう行われているか
をモデル化するため、実際に話し言葉を聞い
て処理するプロセスにおいてどのような処
理を行っているのかを、被験者に実際の事例
の音声を聞きながら内省してもらい、アンケ
ートを取る。この結果から認定基準を決定し、
コーパスを構築していくという手法を取る。 
 
人間の発話モデルに従った解析モデルの設
計・構築 
点予測に基づく漸進的な項構造解析器を構
築する。後方参照などの話し言葉特有の現象
を考慮した解析器の研究開発を行った。 
 
４．研究成果 
まず、係り受けを利用しない述語項構造解析
器として、点予測によるものを構築した。具
体的には、図 1に示すような点予測に基づく
項構造解析器を構築した。この解析器におい

図 1. 構築した述語項構造解析器の枠組み 
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ては、文内・文外とガ・ヲ・ニ格それぞれの
組み合わせ６種類に対して、述語と格要素候
補が項構造の関係にあるかどうかの二値分
類問題として解析を行った。各分類器は回帰
として解き、そこから得られる事後確率の値
によって、述語のそれぞれの項にあたる格要
素がどれであるかの推定を行った。 

この解析器に対して様々な素性を入力とし
て分析を行った。コーパスとしては NAIST テ
キストコーパスを用い、先行研究[Iida 2007]
に従って学習・開発・テストにコーパスを分
割した上で、テストセット上の解析精度によ
って評価を行った。この結果、図２に示すよ
うに、係り受け解析の自動解析結果を用いた
場合は 65.61%, 理想的な正解の係り受け解
析結果を用いた場合は 66.26%の精度になる
のに対し、係り受け解析結果を用いない場合
の精度は 63.67 となり、係り受け解析器をド
メインに対して構築するコストを考慮する
と十分な解析精度が得られることが確認さ
れた。 
構築したシステムでは点予測を用いている
が、これに対して後方参照については特定の
ラベルを導入することで、入力文が途中であ
っても述語項構造解析を行い、ユーザの話し
た内容だけでなく、これから話す内容が存在
するかどうかを予測しつつ解析を行うこと
ができるようにデザインを変更した。特に後
方参照は、書き言葉を対象とする NAIST テキ
ストコーパスにおいても297,070件中6,3377
件、より話し言葉に近い BCCWJ においても
12,029件中3.148件が存在することがわかり、
一定の考慮すべき量であることがわかる。 
これらの結果を踏まえ、実際に収録・書き起
こしを行った対話データに対して述語項構
造のアノテーションを行っている。このデー
タ整備は、本研究課題で得られた知見をベー
スとして JST さきがけ・研究領域：新しい社
会システムデザインに向けた情報基盤技術
の創出において新たに研究課題として採択
され、継続的にアノテーション・調査・解析
器の精度向上を続けている。 
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